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1 事業の成果

1。 1 全体 の経緯
報道実務家フォーラムは2010年 に生まれ、報道実務家のスキルと知識を高める場として運営され
てきた。当初は社会的に意義のあるスクープ、好企画など良い仕事をした報道実務家の講演と質疑応答

を中心とした単発イベントとして平日夜に実施し、数十人から200人以上が参加した。
2017年 からは早稲田大学国際会議場を会場に、多数の講座を数日間集中開催する「拡大版」を開

始した。米国「調査報道記者編集者協会」 (IRE)、 「世界調査報道ネットワーク」(GIJN)な どが

開いている同種の業界イベントを参考にした。以降、新聞、通信、放送、デジタル報道メディアの記者

やディレクター、フリーランスジャーナリス トなど多彩な記者が集まり、ともに学ぶとともに交流を深

める場となっている。

規模を拡大してからはスクープや企画報道だけではなく、オープンデータや最新の情報技術の活用な

ど、日常的な取材・報道に役立つ実用的な講座も導入した。参加人数は2017年 に約 100人、 20

19年には約 370人 と増加傾向だったが、 2020、 2021両 年度は新型コロナウイルス感染症拡

大防止のためオンライン開催とした。初めての試みであったが、それぞれ 150～ 200人程度の参加

を得ることができた。

2022年 度は人数制限をしたうえでリアル会場を復活し、オンライン配信もするハイブリッド開催

とした。その結果、リアル・オンライン合わせて過去最多となる約 750人 (ス タッフ・講師を除くと

約 530人 )が参加 した。
2023年 度はリアル・オンラインを合わせ、前年度同様、約 750人が参加し、また、参加者の横
の連帯を強めるフォーラムの目玉イベントともいえる懇親交流会には前年度を大きく上回る200人超

が参加 し、会社や所属、業種を超えるジャーナリストの交流を実現した。国内のジャーナリズム研修イ

ベントとしては最大級の規模に成長し、現場を担う報道実務家が会社や業種の違いを超えてともに学び、

議論する場は国内には極めて少ない中で報道界において貴重な場となつている。

毎年春に行つているメインイベントである上記フォーラムに加え、小規模のフォーラム、優れた報道

を顕彰する「調査報道大賞」、海外のジャーナリズム団体との協力などの活動も続けている。講座の録画

や資料などを提供する「ライブラリー」の構築や、大阪や名古屋でのフォーラム開催、報道の仕事に就

きたい大学 3年生らを対象に「就職活動支援ゼミ」もスター トさせた。

こうした実績の中で、報道実務家フォーラムは運営を安定させるため2019年 4月 に特定非営利活

動法人 (NPO法人)と しての法人格を得た。徐々に知名度を高め、「報道実務家同士のつながり」「報

道実務に特化したスキルと知識の向上」を重視する独自性を発揮し、その社会的意義がますます注目さ

れている。



1.2 組織運営
(1)2023年 度理事・監事
理事   政治

 
理事  ジャーナリスト、  
理事  
理事  ジャーナリスト、
理事  

監事  弁護士

(2)理事会・総会の開催

(理事会)

第 12回理事会…2023年 6月 10日 (オンライン)
2023年 度定期総会の議案書 (案)について

第 13回理事会…2024年 2月 15日 (オンライン)
2023年 度活動報告、2024年 度活動計画、業務謝礼等規程などの制定

第 14回理事会…2024年 6月 9日 (オンライン)
2024年 度定期総会の議案書 (案)について

(総会)

第 6回通常総会…2023年 6月 10日
2022年 度活動報告の承認
2022年 度活動計算書、貸借対照表、財産目録の承認
2023年 度活動計画書、2023年 度事業計画書の承認
2023年 度活動予算書の承認
監査報告

(3)会員 (3月 31日 現在 )
正会員   26 (前 年… 25)

賛助会員 (個人) 116 (前 年… 114)

賛助会員 (団体) 2 (前 年… 2)

計   144 (前 年… 141)

(4)運営体制
イベント計画・講座内容立案など事業方針については運営会員と下記の事務局で構成する運営会議で



決定している。運営会議は原則 1か月に 1回開催する。

事務局は、 非常勤職員 1名、業務委託先である株式会社コパイロツトの担当者で

活動し、週 1回事務局会議を開いている。なお経理については特定非営利活動法人ジービーパー トナー

ズに一部業務委託している。

1.3 事業活動

4月  報道実務家フォーラム2023

昨年に続き、リアル会場とオンライン中継も同時に行 うハイブリッド型の開催となった。 3日 間、 4

7講座を開講し、意義あるスクープの舞台裏のほか、ITやデータ活用、留学を応援する相談講座、業界

横断で新たなコラボを考える講座など多彩な内容とし、リアル・オンライン合わせて過去最多となる約

750人が参加 した。

4～ 9月  調査報道大賞の運営

すぐれた調査報道を称え、広く社会に知らせる「調査報道大賞」第 3回をスローニュース株式会社と

共同で募集・選考した。計 90の候補作が集まり、報道実務家フォーラム参加経験がある報道実務家が

第 1次投票、さらにジャーナリス 、作家 、ジャーナリス 、

、 の各氏からなる選考委員会で議論し、次

の各賞を授賞した。授賞式は 9月 にリアル開催するとともにオンライン中継した。

大賞

ジャニーズ事務所・ジャニー喜多川 少年たちへの性加害の一連の報道 (週刊文春)
神戸連続児童殺傷事件の全記録廃棄スクープと一連の報道 (神戸新聞)

優秀賞

全国紙 。雑誌部門 :JAグループの不正を巡る一連の報道 (週刊ダイヤモンド/ダイヤモンド・オンラ

イン)

地方紙・専門紙部門 :全国郵便局長会による会社経費政治流用スクープと関連報道 (西 日本新聞)

デジタル部門 :長年にわたる統一教会問題の取材活動 )

映像部門 :「ルポ 死亡退院～精神医療・闇の実態～」 (ⅢK)

データジャーナリズム賞 :「みえない交差点」 (朝 日新聞)



12月  報道実務家フォーラム・調査報道大賞スペシャル 2023

上記調査報道大賞の受賞者を講師として、その取材の方法、報道にあたってのポイントを話してもら

う7講座を開いた。ざっくばらんな議論ができるよう、小規模な会場で講師を囲むラウンドテーブル形

式として実施し、65人が参加した。

通年 報道実務家フォーラムが加盟する世界調査報道ネットワーク (GIJN)に よる「調査報道の手
引き」の翻訳掲載

世界調査報道ネットワーク (GIJN)が 持つ豊富な取材・報道の手引きを英語から日本語に翻訳し、
フォーラムのウェブサイ ト上に掲載している。実施に当たってはGIJNよ り支援を受けている。内容
は▽助成金・フェローシップー覧▽内部告発者との協力▽女性ジャーナリス トのためのリソースーなどで、

2023年 度は新規記事の追加はなかったが、世界レベルの取材報道ガイ ドに日本の報道実務家が触れ
る機会となつている。

通年  子育 て記者 の知恵 と経験共有サイ ト「BACK TO THE NEWSR00M」

(https://ww.backtothenewsroom.jp/)を 運営

出産後、報道の現場で子育てと仕事の両立に悩む全国各地の記者や編集者、ディレクターに、記者が

インタビューし、経験とそこから生まれた知恵を発信している。 2023年 度は新規記事の追加はなか
った一方、リニューアルに向けてライターとの準備作業を行い、2024年 4月 の新規企画・記事追加
のメドをつけることができた。

通年  「報道実務家フォーラムライブラリー」開設準備

これまでの報道実務家フォーラムで蓄積した講座動画などの資料を有効活用する「報道実務家フォー

ラム・ライブラリー」(仮称)を定期購読方式で提供する事業を開始すべく準備を進めてきました。20
24年度に運用を開始することを目標とし、新たなウェブページを設置するとともに、サブスクリプシ

ョン方式で利用料を集め、かつ、報道実務家フォーラム参加経験者だけが利用できる仕組みを念頭に、

規約面や技術面の検討及び構築をしました。



2 事業の実施に関す る事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【7,790】 千円)

定款に記載 さ

れた事業名

事業内容 日時 場所 従 業

者 人

数

受益対象者範

囲

受益対

象者人

数

事業費 (千

円)

報道実務家の

スキル と知識

を高めるため

の、研修、交流、

情報交換・情報

提供に係 る事

業

良い報道を手がけ

た記者や情報公開

専門家の講座を開

く報道実務家フォ

ーフム 2023な

どの開催

通年 東京都内、

オンライン

2 5

人

記者、編集者

など報道実務

家、学生、教

員、一般市民

750人 7,577

子育て記者のスキ

ルと知識を高める

情報ウェブサイ ト

の運営 (本年は記事

更新なし、維持管理

のみ)

通年 オンライン 2人 記者、編集者

など報道実務

家、一般市民

0

報道・取材の自

由、表現の 自

由、記者 。編集

者の権利、ジャ

ーナ リズムの

発展推進に関

する事業

調査報道大賞の運

営

4月 ～

10月

オ ン ラ イ

ン、東京都

内 (対面で

の催しが可

能な場合)

2 0

人

記者、編集者

など報道実務

家、学生、教

員、一般市民

― (応募

者 と し

て は 1

0  0

人 )

213



活 助 計 算 書

特定非営型遺動_法人報道寒務家フォーラム
[税込](単位 :円 )

自 2023`年14月 1日  至 20241年13月 31日
【経常収益】

【受取会費】

正会員受取会費

賛助会員受取会費

【受取寄付金】

受取寄付金

個人

法人

【受取助成金等】

受取助成金

【事業収益】

事業収益 1

参加費

その他補助

【その他収益】

受取 利息
経常収益 計

【経常費用】

【事業費】

(人件費)

臨時雇賃金 (事業)

人件費計

(その他経費)

業務委託費 (事業)

諸 謝 金 (事業)
運営業務

その他補助

印刷製本費 (事業)

会 議 費 (事業)
旅費交通費 (事業)

通信運搬費 (事業)

消耗品 費 (事業)
賃 借 料 (事業)
保 険 料 (事業)
支払手数料 (事業)

振込手数料

利用手数料

その他経費計

事業費 計
【管理費】

(人件費)

給料 手当
法定福利費

人件費計

(その他経費)

業務委託費

通信運搬費

地代 家賃
賃 借 料

支払手数料

振込手数料

支払手数料

雑 損 失

その他経費計

290,000

425,000 715,000

3,053,715

1,000,000

6,536,800

126

6,536,800

(6,518,800)

(18,000)

11,305,641

830,730

830,730

2,261,600

587,639

(100,000)

(487,639)

827,528

1,108,152

786,673

38,594

445,081

195,414

2,840

706,009

(26,890)

(679.119
6,959,530

7,790,260

754,650

4,061

758,711

798,738

125,945

60,000

11,584

47,315

(12,530)

(34,785)

4,714

1,048,296

3,053,715

(403,615)

(2,650,100)



活 励 計 算 書

特定非営利活動法人報道実菫家ノ_ォーフム_

[税込](単位 :円 )

自 2023`年14月 1日  1至 20241年13月 31日

管理費 計
経常費用 計
当期経常増減額

【経常外収益】

経常外収益 計
【経常外費用】

経常外費用 計
税引前当期正味財産増減額

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

9,597,267

1,708,374

0

1,708,374

1,708,374

12,804,873

1,807,007

14,513,247



賃 借 対 照 表
特定非営利活動法人報道実務家フォーラム

全事業所

[税込](単位 :円 )

2024年 3月 31日 現在

《資産の部》

【流動資産】

(現金・預金)

普通 預金
PayPay銀行

三井住友銀行

現金・預金 計

(その他流動資産)

前払 費用
仮 払 金
その他流動資産 計
流動資産合計

資産合計

14,900,026

(1,197,873)

(13,702,153)

14,900,026

328,525

3,193

331 718

134,370

(23,419)

(110,951)

510,000

74,127

(72,523)

(1,604)

15,231,744

《負債の部》

金

金

受

り

前

預

【流動負債】

未 払 金

その他

報酬源泉税

給与源泉税

流動負債合計

負債合計

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

718,497

《正味財産の部》

718,497

14,513,247

15,231,744

12,804,873

1,708,374

15,231,744



財務諸表の注配
特定非営利活動法人報道実務家フォーラム 2024年 3月 31日 現在

【重要な会計方針】
財務諸表の作成は、NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日  2017年 12月 12日 最終改正 NPO法 人
会計基準協議会)によっています。

消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

【事業費の内訳】
事業費の区分は以下の通りです。
部門件数が1ページ内の最大を超えました。明細は別紙に出力します。

【使途等が制約された寄付等の内訳】
[8t込 ](単位 :円 )

合計

【役員及びその近親者との取引の内容】
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

[税込](単位 :円 )

【その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らか
にするために必要な事項】

(活動計算書)

活動計算書計

-

■■■

内な ETttITЛ 僣 考

内、役員との菫|
… … …

a■



事業費の内訳 (別紙)
特定非営利活動法人報猶 フォー フム 2024年 3月 31日 現在

[税込](単位 :円 )

フォ‐ラム 子青てツト その他

830,730

830,730

2,261,600

521,966

(100,000)

(421,966)

770,953

1,108,152

696,833

38,594

445,081

195,414

2,840

705,049

(25,930)

(679,119)

(65,673)

56,575

89,840

960

(960)

65,673

6.746.482 213,048

7,577,212

(人件費)

臨時雇賃金 (事業)

人件費計

(その他経費)

業務委託費 (事業)

諸 謝 金 (事業)
運営業務

その他補助

印刷製本費 (事業)

会 議 費 (事業)
旅費交通費 (事業)

通信運搬費 (事業)

消耗品 費 (事業)
賃 借 料 (事業)
保 険 料 (事業)
支払手数料 (事業)

振込手数料

利用手数料

その他経費計

合計 213,048

[税込](単位 :円 )

科目 共通経費 管理費 合針

830,730

830,730

2,261,600

587,639

(100,000)

(487,639)

827,528

1,108,152

786,673

38,594

445,081

195,414

2,840

706,009

(26,890)

(679,119)

6,959,530

(人件費)

臨時雇賃金 (事業)

人件費計

(その他経費)

業務委託費 (事業)

諸 謝 金 (事業)
運営業務

その他補助

印刷製本費 (事業)

会 議 費 (事業)
旅費交通費 (事業)

通信運搬費 (事業)

消耗品 費 (事業)
賃 借 料 (事業)
保 険 料 (事業)
支払手数料 (事業)

振込手数料

利用手数料

その他経費計

合計 7,790、 260

科 目

(区分不自)



財 産 目 餞
特定非営利活動法人報道実務家フォーラム [税込](単位 :円 )

鐸墜エロ___________________________』 聖生二聾旦』こ
《資産の部》

【流動資産】

(現金・預金)

普通 預金
Paray銀行
三井住友銀行

現金・預金 計

(その他流動資産)

前払 費用
仮 払 金
その他流動資産 計
流動資産合計

資産合計

《負債の部》

【流動負債】
未 払 金

その他

前 受 金
預 り 金

報酬源泉税

給与源泉税

流動負債合計

負債合計

718,497

正味財産 14,513,241

14,900,026

(1,197,873)

(13,702,153)

14,900,026

328,525

3,193

331 718

15,231,744

134,370

(23,419)

(110,951)

510,000

74,127

(72,523)

(1,604)

15,231,744

718,497



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

2023年 度年間役員名簿 (前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を配載した名簿)

特定非営利活動法人 報道実務家フオーラム

1 確認事項 (法第 20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

日以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
日各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏   名

“

曇野` 監事
｀中ノ

セガワ シロウ 2023年 4月 1日
～ 2024年 3月 31日

年  月  日

年 月 日瀬川 至朗

2 燿雪｀三事
V

ダイ ヒロシ 2023年 4月 1日
～ 2024年 3月 31日

年  月  日

年  月  日菫 宏士

3 事

ミキ ユキコ  
   

2023年 4月 1日
～ 2024年 3月 31日

年  月  日

年  月  日三木 由希子

4
サワ ヤスオミ 2023年 4月 1日

～ 2024年 3月 31日

年 月

月

日

年 日澤 康臣

5
⌒
理事颯墜事ジ

コマチヤ イク 2023年 4月 1日
ヽ 2024年 3月 31日

年  月  日

年  月  日小町谷 育子

6
クマダ ヤスノ 2023年 4月 1日

ヽ 2024年 3月 31日

年・ 月   日

年  月  日熊田 安伸

理事・監事

年

年

月

月

日

日

年  月  日

年  月  日

０
０ 理事 。監事

年  月  日

年  月  日

年  月  日

年 月 日

9 理事・監事
年  月  日

年  月  日

年  月  日

年 月 日

10 理事 。監事
年 日

年

月

月 日

年  月  日

年 月 日



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿、2024年 3月 31日現在 )

特定非営利活動法人__儘醸動 .塞2上
=ユ
生______

氏   名

1 瀬川至朗

2 壷宏士

3 澤康臣

4 野呂法夫

5 日下部聡

6 後藤由耶

7 河野聡

8 橋場義之

9 熊田安伸

10 青木友里

11

12




